
議会改革に関する調査特別委員会 会議概要 

 

日  時 令和５年 12月 21日（木） 14：35 ～ 15：18 

出 席 者 
☑知念委員長 ☑座間味副委員長 ☑棚原委員  ☑上里委員  ☑宮城優委員 

☑知名委員  ☑石川委員   ☑又吉委員  ☑宮城政司委員  ☑岸本委員 

協議事項 

１．議会改革検討事項について 

 ・NO６）議会日程の検討（休日、夜間開催）について 

 ・NO24）市議会業務継続計画（議会ＢＣＰ）訓練実施後の振り返りについて 

２．その他 

 （１）執行部の自席答弁試行実施に対する意見集約について（1/19集約） 

 （２）かりゆしウェアの着用について（1/19集約） 

配付資料 
【資料１】議会日程の検討（休日、夜間開催）について 

【資料２】ＢＣＰ訓練の強化について 

会議概要 

１．議会改革検討事項について 

 NO６）議会日程の検討（休日、夜間開催）について 

  提案会派の委員より提案理由の補足説明を行い、資料１の調査内容を確認

後、質疑応答及び協議を行った。 

  協議の結果、実施については見送ることを決定した。 

 

○主な質疑・意見 

・夜間に会議開催することは規則上可能か。 

 →必要があるときは変更可能と規定されているので可能と考える。 

・以前の議会改革特別委員会で行った先進地視察において、事例を調査したが、

効果が薄れてきておりインターネット配信に注力している傾向にあった。実施

している市議会は、ネット配信未実施で議員のなり手不足対応の目的が多いと

の情報であった。また、見てもらうために、質問時間を短縮している例もあり、

議会力低下に繋がらないかという指摘もあったようであるので、課題、メリッ

ト・デメリットを含め調査した方がよいのではないか。 

・ネットで見られない方は、ＯＣＮケーブルテレビ中継も視聴可能であり、来ら

れなくても議会活動が把握できる環境整備の方向も必要ではないか。 

・ネット配信（中継、録画）も行われ、議会報告会も充実化の方向にあるので、

本取組は、もう少し様子を見てもよいのではないか。傍聴呼びかけは、各議員

の努力も必要。 

 

NO24）市議会業務継続計画（議会ＢＣＰ）訓練実施後の振り返りについて 

  次のとおり当日集約した以外の各会派意見を集約した。次回以降、対応策を

検討していくこととした。 

 

 



○集約した意見（同趣旨はまとめて表記） 

・定期的に開催した方がよい。災害時混乱の中実施できるよう、繰り返し訓練し

て身につけるようにしたい。 

・携帯端末の操作が不慣れな議員にフォローアップをした方がよい。 

・予告なしの実施も行った方がよい。 

・災害時に通信が可能か不明であり、アナログ等含め実施を検討した方がよい。 

・ラインワークスの機能をもう少し勉強して、煩雑な中でも情報を整理できるよ

うにした方がよい。（テンプレート、リプライ、メンション） 

・そもそもＢＣＰとは何かという理解、意識づけが十分ではなかった。工夫を重

ねて実施したい。 

 

２．その他 

（１）執行部の自席答弁試行実施に対する意見集約について（1/19集約） 

   1月 19日締め切りで各会派の意見を集約することを確認した。 

   

（２）かりゆしウェアの着用について（1/19集約） 

  正副委員長提案により、期間の制限のなく、通年かりゆし着用することにつ

いて提案された。 

  他市の状況（９市議会が通年着用可）及び着用とする場合の手続き（議会運

営委員会へ提案）について確認され、各会派持ち帰り検討し１月 19 日締め切

りで集約することを確認した。 

※検討は正装（スーツ）の定義までに及ばず、かりゆし着用のみの検討とする。 

 

○その他 

 ・一般質問に限り、飲み物を本会議場に持ち込むことの検討を提案したい。 

  →現状のルールや、他市状況も調べて次回検討したい。 

 

  ･12歳未満の傍聴許可制の見直しについて検討を提案したい。 

  →改革検討項目に「傍聴規則の改正について」があり、下準備の調査が整

った後に、協議を進めたい。現状では、乳幼児等応接室でのモニター視

聴の対応を柔軟に行っている。 

 

 

 

  


